
石破首相 幹事長時に政策活動費１７．５億円 

事実上の“裏金” 使途「明らかにする」？ 

 石破茂首相が自民党幹事長在任中の２年間で政策活動費を１７億５０５０万円受領していたこ

とが３日、政治資金収支報告書から分かりました。政策活動費は支出を受けた政治家個人名を書く

だけでよいとされ、その先の使途はブラックボックスになっています。石破氏はこれまで使途を「可

能な限り明らかにする」と述べており、幹事長時代の使途を公開するかどうかが問われます。（三

浦誠） 

 

 石破氏は安倍晋三政権のもと２０１２年９月２８日から

１４年９月３日までの約２年間、幹事長を務めました。 

 石破氏が受け取った政策活動費は、１２年が６回に分け

て計２億６０００万円、１３年が３８回で１０億２７１０

万円、１４年が２８回で４億６３４０万円。１回あたりの

金額で目立つのは３０００万円です。多い時では５０００

万円もらっています。 

 国政選挙前になると、石破氏への政策活動費が増加する傾向があります。政権に復帰した１２年

１２月１６日投開票の総選挙では、同年９月末から１１月末までの約２カ月間で２億６０００万円

が出ています。 

 

（写真）石破茂首相が自民党幹事長だった

２０１３年に受領した政策活動費。１回あ

たり５０００万円の場合も。 



 １３年７月２１日投開票の参院選挙前には、同年１月から公示直前の７月１日までの半年間で、

７億６０００万円が石破氏に支出されています。これは同年に石破氏へ支出された政策活動費の約

７４％を占めます。当時参院では自公が過半数を占めておらず、ねじれ国会解消が自民党の課題で

した。 

 政策活動費は政党から政治家個人に支出される政治資金。政治資金規正法は政治家個人への寄付

を原則禁止としており、脱法的な抜け道として利用されてきました。支出を受けた政治家が使途を

明らかにしていないことから、「裏金の温床」などと批判されてきました。 

 石破氏はこれまでに幹事長時代の使途を公表していません。報道によると、９月５日に国会内で

記者団に「（使途を）可能な限り明らかにする」との方針を示しました。同月２９日のＮＨＫ日曜

討論では、政策活動費を「一体何に使ったかというのは、もう少し明らかにされる、少なくとも議

論の俎上（そじょう）に載せたほうがいい」と述べていました。 

 神戸学院大学の上脇博之教授は指摘します。「石破首相はまず過去に受け取った政策活動費の使

途を公開すべきだ。政策活動費を受け取った政治家個人は使途の報告をする仕組みがなかったので、

事実上の裏金になっている。政策活動費のような不透明な支出を禁止する法律改正がすぐに必要だ」 

 石破氏の事務所に、使途を明らかにするつもりはあるかなど質問しましたが、期限までに回答は

ありませんでした。 

 

 



石破首相が自民党幹事長時代に受け取った政策活動費 

受領時期 合計金額 回数 

2012 年９月 28 日～11 月 27 日 ２億 6000 万円 ６回 

2013 年１月 24 日～12 月 12 日 10 億 2710 万円 38 回 

2014 年１月 17 日～８月 28 日 ４億 6340 万円 28 回 

合計 17 億 5050 万円 72 回 

 


